









ジ ョ.一 ジ ・エ リ オ ッ トの ヘ ロ イ ン 達:
1嚠 し
ロ モ ラ 、 ド ロ シ ア、 グ エ ン ド レ ン(1)
木 村 成 子
作家 は、作品 をい くつ書 こ うとも、 きわめて広い意 味に於 て、 同 じ本 し
か書か ない と言 われ る。作家活動 を続 けるうちに、その文学 的信条 は多少
変化 して も、moralityへの求道者 としての態度 を終 生崩す ことのなか った
G.Eliotには殊 にその傾 向が顕著 に感 じられ る。即 ち、習作であ るScenes
ofClericalLifeから最後 のZ)anielDerondaに至 る主要作品 に於 て、
彼女 が一貫 して追求 した のは、同 じ系列に属す る人物=同 一人 物 に よ る




とい う若 い主人公達 の無知か ら精神成長へ とい う発達が いつ も描 かれて き
た。 このよ うな点 を考 える と、G・Eliotの作 品 はその主題が 「人生 の門
出に 立つ若 い主人公が種 々の試 練によ る精 神成長 を経 て自己確立 に至 る」ω
とい う精神発達過程 を追 う点で、Bildungsyoman的特徴 を もってい る。
ところでBildungsyomanとは主題 として、主人公 の人間形 成 を扱 うのみ
な らず、本来 、読 者のBildungとい う啓蒙 を も意 図 した といわれている。②
G・Eliotも文芸作品 を一つのappealとして読者 に呼びかける ことを作家
の任務 と考 え、小説 を自己の思想表現 のvehicleとみな してお り、Religion
ofHumanityに代表 され る彼女 の思想体系の追 求 を、実 人生 の中 に探索 し
その具体 的な模様 を小説 として具現す るとい う形 で完成 している。 このよ
うに主題 に於 て、又、読者 の啓 蒙 とい う目的意識 に於 て、G・Eliotの作品
はBildungsyomanの系列 に属 する もの と考 えられ る。
こ うして生涯 を通 じて、作品の背後に ある作者 の関心方 向は基本的に一
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つ と言 え る。 と りわけ、後期の作品 に入 ると各作品問の類似は、前期の漢
とした類 似か ら、よ り固定 されよ り凝縮 された類似へ と発展 して いる。即
ちRoncola,MiddZemaYCh,DanielDerondaにはheroine中心に考察
した場合 、主題 のみな らず 、主 題の 主体 とな るheroine、そ して 彼女 を
とり巻 く状況設定 に於 て、かな り酷似 した表現が くり返 し流 れてい るとい
旨1
り し
う感 が強 い。小論 ではこうい う同一表現 を、 ①主題、 ②heroine像、③
ア
heroineをとり囲 む人間関係 の三点 か ら考 える と同時に、同 じ表現 に執着
しが ちで あ つたG・Eliotの作家 と しての特徴 を考察 した い。
① 主 題に於 て
夫 々のheroine,Romola,Dorothea,Gwelldolenの生 きた世界 は15世
紀Florence、1830年前後01829～32)の英 国中都市、19世紀 後半Europe
ド し コ 　
各地 と舞 台は異 な るけれ ども、彼 女達のtype、そ して夫 々が生 きた生涯 は
酷似 して い る。即 ち、美 しく利 発で大胆 な少女 がaspiration追求 の結果、
誤 った結婚 を選択 し破局 を迎 えるが、不幸な結婚 の試練 を通 して 、自己を
捨 て他者 に生 きる とい うよ り広 い認識への開眼 を一様 に経験 して いる。 こ
コ キ
のよ うに三作 の主題 は、苦 しみ を通 してmoralenlargementに至 る過
程 とい うheroineのBildungを扱 うもめで ある。 ところでBildungと
は、 自己 を確立す る人格形成の意 味であ り、自己 と外界 との正 しい関係 に
目ざめ、両者 の調和 を得 るこ とであ る。Parisは、 自己 と外界 との対応関
係の様相 を次の三つ に大別 している。'
(1) self relates to the outer world egoistically (or subjectively)  •  ••in this 
stage, self is seen as the center of the world and the world as an 
extension of self. 
(2) self is overwhelmed and threatend with annihilation by the hard 
reality of the outer world: it then experiences a state of disillusionment 
or  disenchantment-- 
(3) self relates to the world objectively, giving up ego-centricity, seeing 
the outer world as an autonomous existence of  Which it is a  part.(3)
人間は この(1)→(3)への経 過を歩 むこ とによって精神成長 を遂 げる とい える。
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stage(1)のegoisticな人間が、stage(2)でsufferingを経験 し、stage
(3)で他者の集 合で ある社会や人類 の一 員 としての自己 を認識出来 るのだ。
三人のheroineのBildungを見てい った場合 、例外 な く〔1)→(2)を順次
経過 して、最後 に(3)で、G.Eliotの理想 とす るaltruismの境 地に至 って
い るのがわか る。つ ま り年若 いheroine達は結婚前 、夫 々egoisticであ
った ことがかな り詳 しく述べ られ てい る。人間離 れ した崇高なRomolaに
す ら、父 と二人切 りの生活か ら生 じる外界 への冷たい敵視 と父親のみへ の
視 野の狭 い愛情 が見 られ るし、Dorotheaにも、貧民救済計画 に没頭 す る




が感 じられ る。即 ち、主 として若 さか らくる精神 的未 熟 さのため、 彼 女
達 ゐ外界へ の態度 は、明 らか}とself一㏄nteredなもので あ り、subjective
な思考態度 が一様 に見 られる。 このよ うに(1)を振 り出 しに実人生へ出発 し
たheroine達は、当然厳 しい現実 の試練 を受 けることになるが・彼女 達
の場合、`hardrealityoftheworld'は三人共 、不幸な結婚 の試練 とい う
形 で表現 され る。 そ して三人共、結婚 前に抱 いていたaspirationの実現
の挫折 と深 いdamageを 経験す る。 しか し、 このstage(2)の試練 こそ・
heroine達に とって精 神成長 に至 るための必須条件で あ り、 この苦悩 の過
程 な しには到底Bildungを完成 出来なか ったであろ う。G・Eliotの
DanielDeyondaをヒン トに して創 作 した といわれ るH.JamesのThe
Portraitofazanyに於 て、RalphがIsabelに語 るセ リフは・開眼 には
試 練が必須 で あることを端的に物語 っている。
"...It has never been seen by a young, happy, innocent person like you. 
You must have suffered fist, have  suffered greatly, have gained some 
miserable knowledge. In that way your eyes are opened to it..."(5)
このよ うな意味でheroine達に とって結婚 の試練 の意義 は大 きい。
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こうして三人は試練を通 して成長 を遂げるが、以下は開眼の際の各
heroineの心境を最 も強烈にとらえた箇所である。
It is only a  poor sort of happiness that could ever come by caring very 
much about our own narrow pleasures. We can only have the highest 
happiness, such as goes along a great man, by having wide thoughts, 
and much feeling for the rest of the world as well as  ourselves;..(6) 
Far off in the bending sky was the pearly light; and she felt the 
largeness of the world and the manifold wakings of men to labour and 
endurance. She was a part of that involuntary, palpitating life, and could 
neither look out on it from her luxurious shelter as a mere spectator, 
nor hide her eyes in selfish complaining.(7) 
That was the sort of crisis which was at this moment beginning in 
Gwendolen's small life; she was for the first time feeling the pressure 
of a vast mysterious movement, for the  first time being dislodged from 
her supremacy in her own world, and getting a sense that her horizon 
was but a dipping onward of an existence with which her own was 
 revolving(8)
彼女達 は ここで、 自己申心 性 を完全 に離 れ、 自己 を社会 の一員 として見
る客観的 な視点 を もつ こ とが可能 にな ってい る。自己 と外界 の正 しい認識
にめざめた とい う点 で、三人は立派 にBildungを完成 しているが、 この
引用 は同時 に、 「人類愛」への積極 的な唱道 を も明 らか に示 して いる。三
人の達 した境地 は、 自己 を超 越 した広大な世界で あ り、狭量な 自己に対 し
て総体 であ る人類 の絶対的な偉大 さで あ り、LiveforOthersの尊 さで
ある。 ここで、G.Eliotのaltruismは、A.Comteが 最終的に到達 し
たsociallove、ReligionofHumanityと一致す る。
G.Eliotの生 きた当時は、所謂`thedisappearanceofGod'{9}の時代
で あ り、人 々はその風潮 に種 々の反応 を示 す。例 えば、Tennysonはそ
の風潮に逆行 して更 に強 くGodに すがろ うとした し、或 いはMallarm6,
Nietzsche,Conrad等はnihilismへと傾 いてい ったが、そ うい う諸 々の
傾 向の中にあって、G.EliotはGodに代 って人閤を救 い結 び合 うもの と
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してHumanismへ の信仰(ReligionofHumanity)を強 く打 ちたてた。
heroine達のBildungの最 終段 階が常にLoveofHumanity}こ結 びつ
くことを考 える時、GEIiotが、 真に価値 ある境地 として、如何 に 深 く
　 り ぐ 　 じ 　 トコ
Humanismを認 めていたかが感 じられ・る。 人間が苦悩 の試練 を通 して寛
い人類愛 に開眼す るprocessが、G.Eliotにとって、常に追求 の中心 で あ
り、その発展過程 に 焦 点 を 合せ るため、heroineの精神 的歩 み どい う
Bildungsromanの形態 をとった と考 えられ る。 この ように三作の同一主
題』はi単 にheroineの'Bildungを扱 うに とどまらず、程度 の差 はあれ、
鱒 の鼬 体紳 購 と・p」'L'qの醵 という目的に醜 するゆ 章騨 れ
てい るよ うに思 える。 このよ うにG.Eliotの文学 は、一方で倫理的 自己の
形成 とい う強 い内省 的な姿勢 を もつ と同時 に、広 く他者 →人類 とい う社会
的外 向的な視野 をももっている。 、.lI、1
10heroine像 に於 て91・ 」
匸それでは
、「i'1.8づ14%πg'の主体 であるheroine達は、 どのよ うなtypeで
　
あ り、 どのよ ケな世界 に住んで いた のだ ろ うか。人並はずれて美 しく、才
知 にた けた彼 女達 は、人間的 に も女性 として も卓越 した存在 であ る。彼女
達の 中心 的特 性 と して先づ 挙 げ られ るのは、moralintegrityであ る。
彼女達 には、葛藤 、迷 い、挫折 を経験 しなが らも、 ひたす ら、よ り高 きも
の、 よ り広 き もの に近づ こう とす る 熱烈な 意志 が ある。 聖 女 のよ うな
Romola、或 いは、 「自分の生涯 を伺 か偉大 な ものに 献 げ たい」 と熱望 す
るDorotheaは言 うまで もな く、三 人の申で は最 もidealizeされ ること
な く現世 的contextの中で追求 され、一見egoめ 固 ま りのよ うに見 え る
Gwendolen'で渉 ら、'彼女の基 本的な特 性は、低俗や悪 を本能的 に嫌 う高
潔 さであ る。'「`-1・
1、1
 Whatever was accepted as consistent with being a lady she had no 
 scruple about; but from the dim region of what was called disgraceful, 
 wrong, guilty, she shrank with mingled pride and  terror;.. .00)
では彼女達の世界はどのようなものであったのだろ うか。三人の世界の
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 " ...  And even in learning  thou art not, according to thy measure, 
 contemptible....But  as Calcondila bore testimony, when he  aided me to 
 teach thee, thou  hast a  ready apprehension, and even a wide-glancing 
 intelligence. And thou hast a man's nobility of  soul:..  cu)'
り し 　 　 ト 　 ロ
,Dorotheaの教育 に関 して、作者 は比較的ironicalであ る。12才の時 よ り
家 を離 れ、英国或 いはスイスの家庭 で受 けた 教 育 は"onplansatonce
narrowandpromiscuous"働な もので あると批 判す る。 けれ ど もPascal
ヨ 　 コ ヘロ ひ ヒ ロ 　 ド げし
のPenseesを 暗 誦 し 、JeremyTaylor、Herodotus、KebleのChristian
Yeayを灘 する彼女は騾 家であ り・1当時 としではかな り離 の脚 教
育 を受 けた と言 える。Gwendolenはといえば、頭脳 明噺 な彼女 の受 けた
教育 が立 派な もので あ り、特 に若 い1adyのた しなみ としてのフ,ランス語
と音楽 にかけては相 当の自信 を もって いた ことが描かれ る。 この ように彼
女達 のintelligenceは夫 々の時代背 景か ら見た場合 、賞讃すべ き水準 の も
のであ?た 。、しか しそれはあ くまで書物上 の知識 であ り・現実 とか け離れ
た知識で あった。 そ してそれ は多 く彼女達 の育 った環境 のせいで あった。
それで次 に彼女達 の環境 を比較す ると、三 人共共通 して、外界 か ら魂 を
孤 立 させ るよ うな環境 に育 ったこ・とが考 えられ る」。Romolaは、が、っては
名 家であ ったBardo「家 の没落後 、ト不正な世 間への不満で、・自分め世 界に
　 　
し コ ロ 　 ト　 し ヨ 　コ
閉 じ こ も る父 親 と の 排 他 的 な 生 活 を して お り・ 幼 い 頃 か ら必 然 的 にproud
self-dependenceをも ち 、外 界 に 対 し"snowyembankment"を 築 い て
し ま う の だ 。Dorotheaの 場 合 も 、 幼 く し て両 親 に死 別 し て 以 後 、 故 郷 か
ら 離 れ て 教 育 を 受 け 、Middlemarchに 帰 っ て 以 後 も1`theintolerable
narrownessandthepurblindconscienceofthesocietyaroundher',⑱
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への嫌悪か らMiddlemarchの社交界 を寄せつ けない。GEIiotは又 、
nativelandが人間に とって如何 に意義 ある ものか を述べ て、幼少の頃か
ら保養地 を転 々 としたGwendolenにnativeIandとい うべ きものの ない
ことの不幸 を書 いている。
   Pity that Offendene was not the home of Miss Harleth's childhood, or 
  endeared to her by family memories! A human life, I think, should be 
  well rooted in some spot of a native land, where it may get the love 
  of tender kinship for the face of earth, for the labours men go forth 
  to, for the sounds and accents that haunt it, for whatever will give 
  that early home a familiar unmistakable difference amidst the future 
  widening of knowledge: a spot where the definiteness of early memories 
  may be inwrought with affection , and kindly acquaintance with all 
  neighbours, even to the dogs and donkeys , may spread not by sentimental 
  efforts and reflection, but as a sweet habit of the  blood(14)
Parisは人 とcommunity或いは、人 と伝統 とのtieは大 きな集 合 に於
ける一員 としての個人の立場 を認識 させ る とい う点 、即 ち自己 と外界 との
正 当な関係 に目ざめさせ るとい う点で必須 の ものである と主張 してい る。
三人 が夫 々、父の み、両親な し、母のみ とい う淋 しい家庭 に育 ってい るこ
とも共通点で ある。 このよ うな接触すべ き外界の不在 、親 の不在 は、彼女
達 をiSOIatiOnへ追い こむ と同時に、現実 に根 ざさないaspirationへと
駆 り立 てている。
  She had been brought up in learned seclusion from  the interests of 
 actual life, and had been accustomed to think of heroic deeds and great 
 principles as something antithetic to the vulgar precept, of the Pryx 
 and Forum as something more worthy of attention than the councils of 
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気持 がheroine達には強 い。
ところ で、B.Hardyは、G.Eliotのheroineが共通 して苦 しむ源 と
して``exofficiodisabilityofbeingawoman'fl6)に着 目 し、 これ こそ
彼女達 のaspiration追求 にhandicapを与 えた もの と主張 している。
G.Eliotの作品に於 て、 この女性故 の悲劇 は度 々言 われ ることである。 し
か し後期 のheroine達をsurvey・す る時、彼女達 の悲劇 は性 の悲劇、特
にある特定 の時代精 神 を反映す るよ うな質の女 性個有 の悲劇 ではないよ う
に思われ る。F.R.]Leavisに指摘 されたよ うに、G.Eliotの小説家 と
しての偉大 さの一つ は、巾広 く深 いbackgroundの描写の もとにcharacter
を分析 したこと っ ま り人生 に立脚 した個 人の 世界 を扱 った ことで あ
る。 三作 共、organichumansocietyの精細な 描写が あ り、 その申で
heroine達はBildungを経 てい くが、彼女達 の苦悩 と試練 は、そ うい う
backgroundを超越 した 永久不変の苦悩 を物語 るよ うに 思われ る。 例 え
ば、彼女達 の悲劇 は、当時 の不 当に抑 圧 され束縛 された女性 の悲劇では決
してない。 それ ど ころか 、三 人は現代女性 に も匹敵 す る程 の自由に恵 まれ
ている。彼女達 の悲劇 が、結婚 という形で展開 する為 、性の悲劇 と思 われ
がちだが 、結婚後 もFlorenceの貧民救済に活発 な活動 をす るRomolaを
は じめ、彼女達の生 きる場 は、家庭 を超 えた広 さを もち、その意 味で性 の
拘束 は感 じられない。
三人共 、精神的 に も経済的 に もかな り豊 かで自由な空気め中で育 ち、ひ
いては結婚の選択 も全 く 自分 の 自由意志で 行 ってい る。 特 にDorothea
の場合 、年700t°ン ドの遺産収入 と、"Ishallneverinterfereagainst
yourwishes.Peopleshouldhavetheirownwayinmarriage."矼の
とか 、　_youhadmoreofyourownopinionthanmostgirls.You
shalldoasyoulike."⑬と言 って寛大 にDorotheaの生 き方 を尊重 す る
叔父 に恵 まれてい る。ただGwendolenの場 合G.El圭otは他 の二 人に見
られなか った突然彼女 の一家 を襲 った破産 を設置 して、経済的圧迫 が気 の
進 まぬ彼女 を強制的 にGrandcourtとの結婚 に追 いや ったかのよ うな印象
を与 えてい る。 しか しG.Eliotのその辺 りの書 き方 は、微妙 に巧 みであ
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りGwendolenの結婚 にはあ くまで彼女 の意志 が明確 に働いて いた こ とも
記 されてい る。 以下 の引用 はま さに求婚 を承諾す る寸前 の,Gwendolenの
心理状態 であ る。 、1
 ...She seemed to herself to be, after all, only drifted towards the 
tremendous  decision:— but drifting depends on something besides the 
currents, when the sails have been set beforehand. (19)
　
この引用 は、 この章 のchaptermottoである"Desirehastrimmedthe
sails,andCircumstance/Bringsbutthebreezetofillthem"⑳と
あわせて考 えるべ きで ある。currentとは決意へ と促 がす外的 な要因(こ
の場合は経済 的圧 迫)で あ り、sailsが決意へ と 自 発 的 に動 こうとす る
Gwendolenの意志で あることは言 うまで もない。Gwendolenの場合 、、
外的要因 よ りも内か らのdesireこそはるか に大 きな要因 であった ことが
わか る。
結婚 に際 してheroine達は三者共 、周囲 の反対 とか、嫌 が らせ といっ
た障害 を受 け るが、皆 それ を もの と もせず意志をお し通 している。 この よ
うに・G・Eliotがheroine達に、 自由意志 と主体性 、意志 の実現可能 な
ニ 　
環境 を与 えてい るのに注 目 した い。 とい うのは彼女達 の悲劇 は、結婚 の悲
劇 として表 わ され るが、それ は偏 に自 らの選択の誤 りによる ものであ り、
環境 や運 命etcの 他 か らの圧力 による ものではない とい う点 で、G.Eliot
はheroineに厳 格な道徳的責任 を負 わせ てい るか らであ る。強 い られた
上での選 択の責任よ りも、自由意志 によ る選択の責任の方 が、行為 に対す
る道徳 的責任の もっ意 味は大 きいか らだ。1G・、Eliotがheroine達に男性
にも匹敵 す る程の 自由 を与 えたのは、 このた めで はないだろ うか。彼 女 に
とってよ り意 義 をもつのは、性 を超 えた人間 の内部であ ったよ うに思 われ
る。 このよ うにG.Eliotが描 く悲 劇は》被害者意識 的な虐 げ られた女性
の悲 劇でではない。 性 の悲劇 を超 えた 倫理的存在 ど、しての 人 間の 悲劇 こ
そ、彼女 達の悲劇の中心 テーマであ る。だか らと言 って、三作 に女性 に対
す る時代 の圧迫 の描写 がないわ けで はない1。G.Eliotが生 きたVictoria朝
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はその意 味 では、女 に とって厳 しい時代 であ っ た と思 わ れ る。 以 下 は
Danie1の母親がDanielに言 う言葉で ある。
このよ うに 女性固有の 悲劇は、 彼女の作 品に も 明 らかに 存在す るが 、
G.Eliotが三作 で追求す るのは、女 を超 えた倫理的存在 としての人間で ある。
以上挙 げて きたよ うに、heroine達は夫 々独 自の時代 を 背景 に しな が ら
も、彼女達 の背負 った悲劇 は時代 を超越す るものである。限定 された特定
の時代、制度 の もた らす悲劇ではな く、 もっ と深 く人間倫理の根底 に触れ
た永遠の悲劇 であ る故 に、彼女達の生 き方 は現在 もなお我 々読者 をとらえ
ることが 出来 てい る。
以上述べ た彼女達 の共通点 を要約 してみよ う。何かよ り高い ものを追求
してや まないmoralintegrity、輝か しい知性、けれ ども心 の内の理想 と
現実 とのconflictに悩む姿(dutiesとidealsとのconflictに悩 み、そ
の調和点 を見つ けよ うと努力す る姿)、.一 こう考 えて くると、 この共通
す る特質 は園G.Eliot自身 に もあてはま るよ うである0事 実 、彼女 も16才
で母 と死別 し、家 を離れて寄宿舎に入 ってお り、長 じてか ら父 の死 ぬ29才
迄 は家 に閉 じこ もった淋 しい生活 を経験 している。 そうい う彼女 の経歴、
或 いは素晴 しい知性、徳 性へ の憧 れをふ り返 る時、3人 のheroineは彼女
のalteregoの投影 のよ うに思 え る面 が確かにあ る。V.Woolfは 、
heroine達、並 びにそのstoryは"theincompleteversionofthestory
ofGeorgeEliotherself.."⑳と言 ってい るが、彼女 とheroine達との
類似 関係 は、 しば しば言われて きた。特 にDorotheaは、夫G.H.Lewes
も"Sheismorelikehercreatorthananyoneelseandmorethan
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 " ...You are not a woman. You may try ... but you can never imagine 
what it is to suffer the slavery of being a girl. To have a pattern cut 
out...  'this is the Jewish woman; this is what you must be; this is what 
you are wanted for; a woman's heart must be of such a size and no 
larger, else it must be pressed small, like Chinese  feet;(20
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anyotherofhercreations"と言 うよ うに、G.Eliotと重な る点 が
多いよ うであ る。作家 は作品に しか 自己表現 出来ないのだか ら、作品 に自
伝 の要素があ る程度含 まれ るの も当然であ ろうし、就 中、-Bildungsyosnan
は作者 の自伝的要素が濃い ことは しば しば言われ ている。 こうい う見 地か
ら も、heroine達は、G.Eliotの分身 とい えるか もしれない。C・Bedient
は"unexaminedguiltofanunmarried`Victorian'wife"X23)が、
彼 女の創作の推進力 とな ってい るとし、彼女の罪の意識 を、創作 の根 本動
機 やmoralityへの偏執 の傾 向 と結 び つ け て 考 えてい る。heroineと
authorの関係 について、heroine=authorとい う断 定は下せ ないけれ
ども、何度 も同一表現の くり返 きれ る前提 には、heroineは単 な る想像
のみか ら生れ た ものとは思われず、G.Eliot自身の具体的な体験 、或 い
は体験か ら生れ た心情 と全 く無関係 とは言 い切 れないのではないだろ うか。
実 人生 とのconflictに悩みなが らも、卑俗 な ものに染 まることな く、逐 に
高 きもの 、広 きもの に到達す るheroineの姿 は、G・Eliot自身 のalter
egoの投影で もあ り、か くあ りたか った姿一 彼女 の道徳意識が作 り上 げ
た姿一 で もある。
③heroineをとり囲む人間関係 に於 て
次 に三作の類似 は、heroineを取 り巻 き、彼 女に重要 な 影響 を与 え・
成長への大 きなひ きがね となる役割 をもつ登場 人物群 のpatternに於 て も
見 られる。登張氏 はBildungsyomanのpatternを、 「主人公の人間形
成 とい う 一本 の糸 に 他 の 人物が 吸 収 され てい く形」⑳ と述べてい る。主
人公 は試練 を経 る ことによ って、Bildungを逐 げるが、そ うい う試練は
主 と して人間関係 によ る試練、即 ち、良 きにつ け悪 しきにつ け、彼女 をと
り囲む人物 とのかかわ り合いを通 して逐 げ られ る ので、Bildungsroman
に於ては、人 物関係 こそ見落す ことの出来ない必須 のpatternなのだ。
Bildungとは常 に積極 的に存在の価値獲得へ と向 う形成 の歩 みであること
が その基本概念 とな ってい るが 、それ には正 と負 の方 向に働 く二つの形成
要素があ る。つま り人物群 による影 響は、いつ も決 して良 い影響 を与 える
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プラスの 存在 ばか りで はな く、時 には挫折へ と導 くマイナスの存 在であ る
場合 も多 い。 この人間関係 に於 ける三作の類似 は、hero三neをめ ぐって彼
女の精神 発達 に寄与す る形成要素 として、常 に三人の人物が存在 す るこ と、
そ してheroineのBildungに対す る彼等 の正、負 の役割 関 係 がいつれ
の場合 も共通 して同一で あることだ。
即 ちheroineを理解 しBildungへと導 く正の形成要素 として、
Savonarola,W.Ladislaw,D。Derondaが存在 す る。彼等 はheroione
が不幸 な結婚 に悩 む時 、狭 さか ら脱け出 し、広 き ものに目 ざめるよ うにと
常 に説 く 。
"Look on other lives besides your own
. See what their troubles are, 
and how they are borne. Try to care about something in this vast world 
besides the gratification of small selfish desires. Try to care for what 
is best in thought and action —something that is good apart from the 
accidents of your own  lot"(25)
彼等 はParisの言 うheroineより一 まわ り優れた崇高な人物 であ り、苦
悩す るheroineを救 うとい う人間 によ る人間の救済 が可能 な人物 とな って
いる。尚 、悩 め るheroineを開眼へ導 く立 場上、彼等 にはpriest,angel,
光 、spiritualrefreshmentのimageがく り返 される。名実共 に僧侶で
あるSavonarolaは言 う迄 もな く、彼等 はheroine達に愛 と同情 を もつ
だ けでな く、人間 としての誤 りを厳 しく説 き裁 く存在 で もあるか らだ。
それに対 してnegativeな方向に働 く形成 要素 として、夫、夫のmistress
が存在す る。普通 、Bildungsyomanでは、主人公のBildungに於て、主
人公 と 「ある もの との対決」 が必須の行程 となってい る。主 人公 があ るも
の を否定 し、の り越 える ことによって、何 か を獲得 し、学 び、成長 を逐 げ
てい るの だ。三人 の場合 も、 「夫 との対決 」の もつ意義 は大 きい。Titoは
別 として も、CasaubonとGrandcourtは善 意に燃 えるみず み ず しい
heroine達に対 して、枯渇 して しまった人柄 を表わすdrynessの類似す る
imageで統一 され てい る。夫 はheroine達のaspirationをことごと く
挫折 して しま うとい う点で、負 の形成要素 であ るが 、heroine達は窮極的
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には試練 を踏 み台 にして、よ り広 い視野 に開眼 す るとい う正の価 値に試練
を転 じることに成 功 してい る。 こうしてheroine達が最終的 には開眼 を完
成 し、倫理的存在 として成功 を収めたのに反 し、heroineと対決す る夫 は
全て死 に、この世か ら消失す るとい う対照 的な判定 を下 され てい る。
次 に、夫のunmarriedwifeしての女性 、Tessa,Rosamond,
Mrs.Glasherであるが、 彼女達が、heroineのBildungに与 えた影響
は 非 常 に 大 で ある。 もっとも三者 の うちRosamondはCasaubonの
mistressではないが、第二 の夫Willと のか かわ りあい に於て、他の 二つ
の場合同様 、heroineに大 きく影響 を与 える人物であ る。彼女 達 とheroine
とのかかわ り合い方 は三作夫 々異 な るけれ ど も、 その接 触はheroineを個
人 を離れた広 きものへ と視点を転 じさせ た一っ の踏 み台 とな っている。
以上、三つ の観点か ら三作 に共通 する同一表現 を見て きたが、 この三点
はいわば作品 の土台 と もなるべ きものであ る。つ ま り非常 に大雑把に言 っ
て、G.Eliotの興味 の中心 は三作 に於ては不変 のよ うに思われ る。 三作
の成立事情 、或 いは発 想を見 てい くと、三作 と も全 くまちま ち で あ る。
Romolaは1860年、た またま旅 行でFlorenceに滞在 中、その歴史 に満 ち
た町 に啓 発を うけ、historicalroman㏄としての構想 を得てい る。
醗4"6勉σ7碗は最初 は現在のよ うなpluralplotではな く、Missi/1'i
なるDorothea-一人 を中心 と したstoryを考 えていた。又 、1)anielDeronda
は1872年秋 、 ドイツを旅行 中、Humburgの 賭博場で賭博に熱 中す る若
い女性 を見 て、彼女 に対す る感 慨か ら、冒頭 のあの印象的 な 賭 博 を す る
Gwendolenのsceneが生 れている。 この ようにplotから発生 した もの、
或いは、characterから発生 した もの と、その発想には差 があって も、結
果的には常 に同 じ表現 に落 ち着 くとい う事実 には、全ゆ るものを自 らの根
本的な価値観に結 びつ けて しま う作者の強い傾向がいつの場合 に も感 じら
れ る。heroine像や主題が、A.Comteの 説 くReligionofHumanity
と結 びついてい ることは言 う迄 もな く、 「全 ての事物は夫 々歴史を もっ」
と言 って、諸事物 を、過去、現在、未来 と連 な る時 間的秩序 によ って観察
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す るComteの 歴史的思考方 法は、何年 間か に渡 るheroineの人間形成
の中に見 られ るし、Comteの課題で あった社会有機体説の意 識 は、社会
の巾広 い背 景の中で種 々の人 々 と複雑 にか らみ合 う関連 を もっ て 生 き る
heroineの描写に現 われている。 このよ うにPositivismに基 づ く道徳意
識 が、如何 に強 く彼女 を支配 していたかを感 じざるを得 ないが、それは良
い意味 で も悪 い意味で も彼女 を特 長あ る作家 としてい る。即 ち、その熱烈
な道徳意 識 があってこそ、F.R.Leavisも指摘 するとお り、彼女 は英国
小説 の偉大 な伝統の要 に立っ作家 にな り得 たが、同時 にPositivism自体
の もっ狭 さ、限界 が彼女 の芸術 に もある制限 を もた らせ て しまっている。
G.Eliotの名声が没後 衰 え全 く顧み られなか った最た る 理 由 は、人生の
全 てをIawで 規定 しようとす る実 証主義的価値観の 狭 さによる ものであ
ろ う。今 日、Positivismは19世紀半 ばを一時期 飾 った思 想 として、 ほ と
ん ど忘れ られた存在 であ る。 しか しPositivismその ものの薄命 に対 し、
それ を具現 したG.Eliotの小説が夫々の作品 の評価の差 はあれ 、F.R.
Leavis以降再評価 きれ 、今 なお我 々の心 をとらえ るのは、Parisも言 うよ
うに、実人生 、実際の人聞の中に思想 を追求 し、その具体 的な模様 を描 く
ことによ って探求 して いるか らであ り、"shenotonlyspeculated,she
alsofeltandlived"㈱とい う創作態度 があったか らで ある。G.Eliot
と実証主義 的観念 の結 びつ きは強 く、最後迄その表現 か ら免れ ることは出
来 なか った けれ ども、晩年 にはその観念の狭 さを超越 するこ とによって、
時代 の一面 を象徴す るだけに終 らず普遍的な力 をもつ 芸術へ と近 づ くこ と
に彼女 は成功 してい る。
注
(1)  Shizuko Kawamoto and Koichi Miyazaki, Shosetsu no Seiki (The Centuries 
 of the English Novel), (Tokyo: Kaitakusha, 1964), p. 61. 
(2) Masami Tobari, Doitsu Kyoyoshosetsu no Seiritsu (The Growth of German 
 Bildungsroman), (Tokyo: Kobunsha, 1964), p. 4. 
(3) Bernard J. Paris, Experiments in Life (Detroit: Wayne State University 
 Press, 1965), p. 128.
53
ジ ョー ジ ・エ リオ ッ トの ヘ ロイ ン達:ロ モ ラ、 ドロシ ア、 グ エ ン ドレ ン(工)
 (4) Henry James, "Daniel Deronda: A Conversation", George  Eliot: The Critical 
 Heritage, ed. David Carrol (London: Routledge & Kegan Paul, 1971),  p. 431. 
(5) Henry James, The Portrait of a Lady (London: Oxford University Press, 
 1962), p.49. 
(6) George Eliot, Romola (London: Everyman's Library, 1968), p. 565. 
(7) George Eliot, Middlemarch (London: Oxford University Press, 1963), p. 78. 
(8) George Eliot, Daniel Deronda (London: Everyman's Library, 1969), p 607. 
(9) J. Hillis Miller, The Disappearance of God (Harvard University Press, 
 1963), pp. 12-3. 
(10) Daniel Deronda, p. 221. 
(11) Romola, p. 53. 
 (12) Middlemarch, p. 2. 
(13) Ibid., p. 33. 
(14) Daniel Deronda, p. 12. 
(15) Romola, pp. 239-240. 
 (16) Barbara Hardy, The Novels of George Eliot (University of London: The 
  Athlone Press, 1959), p. 47. 
 (17)  Middlemarch, p. 37. 
(18) Ibid., p. 38. 
(19) Daniel Deronda, p. 225. 
 (20) Ibid., p. 219. 
(21} Ibid., p. 474. 
(22) Virginia Woolf, "George Eliot", A Century of George Eliot Criticism, ed. 
  Gordon S. Haight (London: Methuen, 1966), p. 189. 
(23) Calvin Bedient, Architects of the Self (Berkeley: University of California 
  Press, 1972), p. 38. 
(24) Doitsu Kyoyoshosetsu no Seiritsu, p. 146. 
(25) Daniel Deronda, p. 335. 
(26) Experiments in Life, p. 114.
54
